
はだの議会だより 令和 3 年（2021 年）2 月14 日（日）  第 239 号〘6〙

議
案
第
59
号　
秦
野
市
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
①

土
地
ま
た
は
家
屋
に
つ
い
て
、
登
記
簿

上
の
所
有
者
な
ど
が
死
亡
し
て
い
る
場

合
に
お
け
る
現
所
有
者
に
住
所
、
氏
名

な
ど
の
申
告
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に

過
料
の
規
定
を
定
め
る
こ
と
、
②
大
気

汚
染
防
止
法
に
規
定
す
る
指
定
物
質
の

排
出
ま
た
は
飛
散
の
抑
制
に
役
立
つ
施

設
に
係
る
特
例
措
置
の
廃
止
に
伴
い
、

そ
の
特
例
率
を
削
除
す
る
と
と
も
に
、

特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

に
係
る
特
例
措
置
の
見
直
し
に
伴
い
、

そ
の
特
例
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、
③

入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
を
放
棄
し
た

議
案
第
58
号　
秦
野
市
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
市
民
な
ど
の

生
命
と
健
康
を
保
護
す
る
緊
急
の
処
置

に
係
る
作
業
に
従
事
し
た
職
員
に
対
し

て
、
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
た
め
、

改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
し
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後

の
秦
野
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
附
則
第
４
項
の
規
定
は
令
和

２
年
１
月
27
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
消
防
職
員
が
傷
病
者
を
救
急
搬
送

し
た
場
合
、
そ
の
時
点
で
の
傷
病
者
の

感
染
有
無
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
手
当

議
案
第
63
号　
市
道
の
認
定
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

寄
付
と
開
発
行
為
に
よ
る
移
管
に
伴

い
、
公
共
性
の
観
点
か
ら
新
た
に
13
路

線
を
市
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
道
路
を
市
道
と
し
て
認
定
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
方
交
付
税
算
定
の
基
礎
デ
ー
タ

と
な
る
道
路
延
長
が
増
え
る
こ
と
、
ま

た
、
道
路
法
に
基
づ
く
道
路
と
し
て
、

適
正
な
管
理
が
可
能
と
な
る
こ
と
な
ど

が
あ
る
。

場
合
、
寄
付
金
税
額
控
除
の
対
象
と
す

る
こ
と
な
ど
を
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
３
年
１

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
相
続
人
な
ど
に
対
し
、
住
所
、
氏

名
な
ど
必
要
な
事
項
を
申
告
さ
せ
る
た

め
の
改
正
で
あ
る
が
、
対
象
者
へ
の
連

絡
の
徹
底
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
申
告
の
義
務
化
に
よ
り
、
通
知
に

よ
る
案
内
を
行
う
な
ど
、
連
絡
が
漏
れ

な
い
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

支
給
の
判
断
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　
搬
送
後
に
病
院
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
し
た
場
合
、
傷
病
者
に
感
染
の
疑

い
が
あ
る
と
判
断
し
、
手
当
を
支
給
す

る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議

案

審

議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

相
続
人
に
住
所
・
氏
名
な
ど
の

申
告
を
義
務
付
け

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら

市
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
職
員
に
手
当
を
支
給

新
た
に
市
道
13
路
線
を
認
定

市道の現地調査の様子
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受
給
者
の
状
況
報
告
提
出
を
廃
止

議
案
第
61
号　
秦
野
市
在
宅
障
害
者
福

祉
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

在
宅
障
害
者
福
祉
手
当
の
対
象
者
の

う
ち
精
神
障
が
い
者
に
つ
い
て
①
受
給

資
格
の
基
準
日
を
毎
年
４
月
１
日
か
ら

申
請
の
日
に
変
更
す
る
、
②
申
請
受
付

期
間
を
廃
止
し
、
支
給
対
象
期
間
の
始

期
を
申
請
月
の
翌
月
と
す
る
、
③
受
給

者
に
義
務
付
け
て
い
た
毎
年
の
状
況
報

告
を
廃
止
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
３
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
状
況
報
告
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、

等
級
の
変
更
な
ど
受
給
者
の
状
況
を
対

面
で
確
認
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
。
精
神
障
が
い
者
の
生
活
状
況

の
把
握
と
今
後
の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
等
級
の
変
更
は
、
市
を
経
由
し
て

県
に
送
付
す
る
こ
と
か
ら
、
状
況
把
握

は
可
能
で
あ
る
。
今
後
は
、
地
域
生
活

を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
、
関
係
機
関

と
連
携
し
た
相
談
支
援
事
業
な
ど
を
実

施
す
る
中
で
、
精
神
障
が
い
者
に
寄
り

添
っ
た
細
や
か
な
支
援
を
行
い
た
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

精
神
障
が
い
者
に
の
み
求
め
ら
れ
て

い
た
手
続
き
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、
制

度
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

消
費
税
率
引
き
下
げ
を
求
め
る

陳
情
は
不
採
択

思
い
や
り
予
算
の
廃
止
を
求
め
る

陳
情
は
不
採
択

令
２
陳
情
第
26
号　
国
に
対
し
消
費
税

率
５
％
以
下
へ
の
引
下
げ
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

令
２
陳
情
第
27
号　
国
に
対
し
消
費
税

率
５
％
以
下
へ
の
引
下
げ
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

▼
願　
意

　

住
民
の
暮
ら
し
、
地
域
経
済
、
地
方

自
治
体
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
消
費

税
を
５
％
以
下
へ
引
き
下
げ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ

し
い
。

令
２
陳
情
第
28
号　
思
い
や
り
予
算
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
書

▼
願　
意

　

日
本
側
に
は
支
払
い
義
務
の
な
い
在

日
米
軍
の
駐
留
経
費
で
あ
る
「
思
い
や

り
予
算
」
に
つ
い
て
米
国
の
増
額
要
求

交
渉
に
は
応
じ
ず
、
廃
止
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ

し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見　
思
い
や
り
予
算
は
、
当
初
日
本

人
職
員
の
人
件
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
て

い
た
が
、
現
在
で
は
娯
楽
や
保
養
施
設

な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
る
現
状
を
考
え
、
中
小
企
業
な
ど

へ
の
支
援
に
税
金
を
有
効
に
使
う
必
要

が
あ
り
、
採
択
す
る
べ
き
で
あ
る
。

意
見　
こ
れ
ま
で
日
米
安
全
保
障
条
約

の
下
で
我
が
国
の
安
全
が
保
た
れ
て
き

た
が
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
開
発
な
ど
、

日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
の
問
題
は
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。
思
い

や
り
予
算
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
安
全

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見　
令
和
元
年
10
月
に
、
消
費
税
率

が
10
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
低
所

得
者
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
軽
減
税

率
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
踏
ま
え
た
経
済
対

策
と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
、
コ

保
障
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
た

め
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

日
本
の
安
全
は
日
米
安
全
保
障
条
約

に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

思
い
や
り
予
算
は
廃
止
す
べ
き
で
な
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

陳

情

（
陳
情
は
５
面
に
も
掲
載
）

ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
済
は
低
迷
し
て
い
る
。

消
費
税
そ
の
も
の
の
存
在
意
義
を
守
る

必
要
は
あ
る
が
、
財
政
を
再
建
す
る
た

め
に
は
、
経
済
を
循
環
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
消
費
税
率
を
５
％
以
下
と
す
る

こ
と
で
、
消
費
購
買
力
の
向
上
が
期
待

で
き
る
と
考
え
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
、
国
に
対
し
意
見
書
を
提
出

す
る
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
に
お
け
る
反
対
討
論

　

消
費
税
の
増
税
分
は
社
会
保
障
費
の

財
源
で
あ
り
、
そ
の
引
き
下
げ
は
将
来

の
社
会
保
障
の
在
り
方
に
支
障
を
来
す

と
と
も
に
、
国
の
借
金
が
増
え
る
こ
と

に
つ
な
が
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
に
お
け
る
賛
成
討
論

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
情
勢
の
悪
化

を
受
け
、
世
界
各
国
に
お
い
て
減
税
の

動
き
が
広
が
っ
て
お
り
、
地
域
の
消
費

を
促
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

賛
成
す
る
。

▼
各
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

最
低
賃
金
の
改
善
な
ど
を
求
め
る

陳
情
は
不
採
択

令
２
陳
情
第
22
号　
最
低
賃
金
の
改
善

と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
以
上
を
目
指

す
、
最
低
賃
金
法
を
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
度
に
改
正
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見　
自
立
し
た
生
活
の
確
立
に
は
、

現
在
の
最
低
賃
金
で
は
不
足
し
て
い
る

と
い
う
考
え
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、

最
低
賃
金
を
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た

制
度
と
す
べ
き
と
の
陳
情
を
第
二
回
定

例
会
で
採
択
し
て
お
り
、
経
済
状
況
の

悪
化
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
市

議
会
と
し
て
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

最
低
賃
金
を
１
５
０
０
円
と
し
、
そ

れ
を
中
小
事
業
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と

は
現
実
的
で
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
重
要
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
な
し
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

思
い
や
り
予
算
の
累
計
総
額
は
７
兆

円
を
超
え
て
い
る
。
国
民
の
暮
ら
し
を

優
先
に
使
う
べ
き
で
、
廃
止
を
求
め
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

こちらから
▲




